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失敗事例のタイトル	 

石油精製装置ブタン脱水素プロセスでの高温腐食	 

一次原因（材料要素）	 

浸炭、メタルダスティング	 

機種	 

脱水素化リアクター	 

部品	 

触媒管	 

材料	 

耐熱鋼、27Cr 合金	 

概略の寸法	 

	 	 	 

損傷発生時の状況	 

触媒反応管内では 600℃でブタンが脱水素反応する、そのため触媒上で形成されるカーボンを酸素を含んだ再生

用ガスで燃焼し除去する。管材料は初期試験に基づいて 27Cr 合金が選定された。しばらく運転したあと、σ相

が析出し管が脆化して危険な状態となり取り替えることとなった。取り替えのため運転中止中、室温で 27Cr 合

金はほとんどガラス程度のもろさを示し相当破損を生じた。	 

調査内容とその結果	 

この部分の材料を選定するための実地試験の結果、触媒管には 25Cr-20Ni、ヘッダーには 18Cr-11Ni-2.5Si 鋼が

適正となり取り替えた。	 

損傷発生のシナリオ	 

管の浸炭が進み赤色の酸化物粉塵を触媒上に生じ、これらは接触反応性に富み急激なブタンの分解を起こした

以上のカーボンを生じ触媒のプラッギングを生じる。これらの過程はメタルダスティングとよばれる。	 

金属のメタルダスティングは脱水素反応サイクルと再生サイクルのうちで、還元サイクル（脱水素反応サイク

ル）で生じると判断している。	 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）	 

材料選定のための試験による適正な耐久材料を選定する。腐食機構は十分に解明されていないが、インコネル

は優れた耐酸化性を有するものの本プロセスには不適である。	 

教訓	 

運転条件を考慮し装置の監視を続けるとともにプラント試験の実施等に基づいた信頼性の高い耐久材料の選定

に努める。	 
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